
                   

２ 争議行為を伴う争議の状況 

(１) 行為形態別の状況 

令和３年の「争議行為を伴う争議」を行為形態別にみると、「半日以上の同盟罷業」の件数は32

件、行為参加人員は722人、労働損失日数は1,388日となっており、前年に比べ、件数は３件（8.6％）

減、行為参加人員は84人（10.4％）減、労働損失日数は429日（23.6％）減となった。 

「半日未満の同盟罷業」の件数は36件、行為参加人員は7,267人となっており、前年に比べ、件数

は２件（5.9％）増、行為参加人員は1,943人（36.5％）増となった。（第２表） 

 

第２表  争議行為を伴う争議の行為形態別件数、行為参加人員及び労働損失日数の推移 
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 平成29年 38 7,953 14,741 - - - 46 9,917 - - - -
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(２) 産業別の状況 

令和３年の「争議行為を伴う争議」を産業別にみると、件数は「医療，福祉」18件が最も多く、次

いで「製造業」及び「教育，学習支援業」８件であった。 

行為参加人員は「医療，福祉」5,708人が最も多く、次いで「製造業」1,052人、「卸売，小売業」

511人であった。 

労働損失日数は「運輸業，郵便業」635日が最も多く、次いで「製造業」303日、「教育，学習支援

業」242日であった。（第３表） 

 

第３表  産業別争議行為を伴う争議の件数、行為参加人員及び労働損失日数 

令和３年

件　数
行為参加

人員
労働損失

日数
件　数

行為参加
人員

労働損失
日数

件　数
行為参加

人員
件 人 日 件 人 日 件 人

55 7,858 1,388 32 722 1,388 36 7,267 
(57) (6,013) (1,817) (35) (806) (1,817) (34) (5,324)

農業，林業､漁業 - - - - - - - - 
(-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-)

鉱業，採石業，砂利採取業 - - - - - - - - 
(-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-)

建設業 - - - - - - - - 
(-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-)

製造業 8 1,052 303 5 301 303 5 851 
(13) (1,003) (327) (10) (325) (327) (6) (779)

電気・ガス・熱供給・水道業 - - - - - - - - 
(-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-)

情報通信業 7 307 - - - - 7 307 
(7) (247) (1) (1) (1) (1) (6) (246)

運輸業，郵便業 6 149 635 6 140 635 2 10 
(9) (260) (527) (6) (230) (527) (3) (30)

卸売業，小売業 4 511 11 3 11 11 1 500 
(3) (6) (6) (3) (6) (6) (-) (-)

金融業，保険業 - - - - - - - - 
(-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-)

不動産業，物品賃貸業 - - - - - - - - 
(-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-)

学術研究，専門・技術サービス業 - - - - - - - - 
(-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-)

宿泊業，飲食サービス業 2 2 2 2 2 2 - - 
(1) (1) (1) (1) (1) (1) (-) (-)

生活関連サービス業，娯楽業 - - - - - - - - 
(-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-)

教育，学習支援業 8 119 242 4 73 242 6 49 
(5) (57) (605) (3) (45) (605) (3) (15)

医療，福祉 18 5,708 185 10 185 185 15 5,550 
(18) (4,438) (350) (11) (198) (350) (15) (4,253)

複合サービス事業 - - - - - - - - 
(-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-)

サービス業（他に分類されないもの) 2 10 10 2 10 10 - - 
(1) (1) (-) (-) (-) (-) (1) (1)

公務（他に分類されるものを除く） - - - - - - - - 
(-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-)

分類不能の産業 - - - - - - - - 
(-) (-) (-) (-) (-) (-) (-) (-)

注：  (   )内は、令和２年の数値である。
  　  1)  産業は、労働争議を行った組合の組合員が雇用されている事業所又は企業の産業を示し、日本標準産業分類
    　　（平成25年10月改定）の大分類に基づき、その主要生産品名又は事業の内容により決定する。
    　　「分類不能の産業」とは、１組合が複数企業の労働者で組織されており、それぞれの企業の主要生産品名又は
        事業の内容が異なる場合など、産業分類が特定できないものをいう。
      2) 「争議行為を伴う争議」には、「同盟罷業」のほかに「作業所閉鎖」、「怠業」及び「その他」の形態を含む。
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(３) 企業規模別（民営企業）の状況 

令和３年の民営企業における「争議行為を伴う争議」をみると、争議行為を伴う争議のあった企

業数[延べ数]は143企業、行為参加人員は7,858人、労働損失日数は1,388日であった。 

企業規模別にみると、企業数[延べ数]は「100～299人」、行為参加人員は「その他」、労働損失日

数は「1,000人以上」で最も多くなっている。（第４表） 

 

第４表 企業規模別（民営企業）争議行為を伴う争議の企業数、行為参加人員及び労働損失日数 

 

(４) 主要団体別の状況 

令和３年の「争議行為を伴う争議」について加盟している主要団体別に件数、行為参加人員、労働

損失日数をみると、「連合」は10件、122人、246日、「全労連」は31件、7,415人、492日、「全労協」

は２件、19人、11日であった（第５表）。 

 

第５表 主要団体別争議行為を伴う争議の件数、行為参加人員及び労働損失日数 

 

令和３年

 企業数
 3)

[延べ数]

行為参加
人員

労働損失
日数

企業数
[延べ数]

行為参加
人員

労働損失
日数

企業数
[延べ数]

行為参加
人員

企業 人 日 企業 人 日 企業 人

143 7,858 1,388 56 722 1,388 105 7,267
(136) (6,013) (1,817) (58) (806) (1,817) (94) (5,324)

1,000人 以上 30 2,493 893 14 247 893 20 2,276
(28) (1,975) (1,007) (14) (168) (1,007) (18) (1,808)

　300～999人 33 1,314 91 14 91 91 25 1,223
(27) (971) (255) (16) (255) (255) (15) (727)

　100～299人 40 863 294 18 278 294 29 616
(45) (1,121) (368) (19) (326) (368) (34) (900)

　 99人 以下 23 187 97 8 93 97 16 164
(28) (252) (187) (9) (57) (187) (19) (195)

  そ  の  他 17 3,001 13 2 13 13 15 2,988
(8) (1,694) (-) (-) (-) (-) (8) (1,694)

注：  １組合が複数企業の労働者で組織されている合同労組については、１合同労組を１企業として計上し、企業規模別には、１つの企業のみを

 　 相手に交渉をしている場合には、当該企業の企業規模により計上し、複数企業を相手に交渉をしている場合には、「その他」に計上している。

 　　 (　)内は、令和２年の数値である。

　　　1)　企業規模は、企業の全常用労働者数による。

　　　2)　「争議行為を伴う争議」には、「同盟罷業」のほかに「作業所閉鎖」、「怠業」及び「その他」の形態を含む。

      3)　企業数[延べ数]は、労働争議を行った組合の組合員が雇用されている企業を集計したものである。

　　　  　なお、１件の争議でも複数企業に及ぶもの（企業外連合）は、争議の対象となったすべての企業について、企業規模別に計上し、1企業に

        おいて複数の争議があった場合は、争議ごとに計上して集計している。

計

企業規模 1)

争議行為を伴う争議
 2)

うち半日以上の同盟罷業 うち半日未満の同盟罷業

令和３年

件　数
行為参加

人員
労働損失

日数
件　数

行為参加
人員

労働損失
日数

件　数
行為参加

人員
件 人 日 件 人 日 件 人

計 1) 55 7,858 1,388 32 722 1,388 36 7,267
(57) (6,013) (1,817) (35) (806) (1,817) (34) (5,324)

連　  合  10 122 246 7 77 246 5 48
(5) (173) (561) (1) (41) (561) (4) (132)

全 労 連  31 7,415 492 17 490 492 23 7,052
(35) (5,370) (554) (22) (530) (554) (23) (4,954)

全 労 協  2 19 11 2 11 11 1 8
(5) (14) (111) (3) (11) (111) (2) (3)

その他 2) 13 312 641 7 146 641 8 167
(12) (456) (591) (9) (224) (591) (5) (235)

注：  (　)内は、令和２年の数値である。
      1) 複数の団体に重複加盟している労働組合があるため、件数、行為参加人員、労働損失日数の計とそれぞれの加盟主要団体の数値の合計とは
       必ずしも一致しない。
      2) 「その他」とは、連合、全労連及び全労協に加盟していない労働組合をいう。
      3) 「争議行為を伴う争議」には、「同盟罷業」のほかに「作業所閉鎖」、「怠業」及び「その他」の形態を含む。

主要団体
争議行為を伴う争議 3)
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